




























































































































Fig 1  3クラスタの性格性得点平均プロフィール
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　Table2．施設イメージ変容の方向性と各クラスタの関連
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リスクがそうでない場合の２倍程度になっている。開放性傾向は、経験に対する開放性であり新しいも
のを受け入れることや好奇心の強さと関連があるとされている。つまり開放性傾向が低いグループは保
守的で新しい事態や状況、自分自身の認識を変えることに消極的である可能性が考えられる。このよう
な新しい経験（この場合は社会福祉施設での実習体験）によって自分自身の認識がなかなか変わりにく
いことによって、施設イメージのネガティブ変容群が増えることが予想される。
　また、ビックファイブモデルによる性格特性プロフィールを利用してクラスタ分析を行い三つのクラ
スタを得た。第一クラスタは神経質傾向が低く、調和性が高いという特徴を持つグループで落ち着いて
おり周囲と親和的にやっていけるという様子が推察される。保育系短大生の中でも最も集団が大きく保
育を志す者が多いということと関連していると思われる。第二クラスタは外向性傾向と調和性が高いと
いう特徴を持つグループであり、明るくコミュニケーション能力に優れるという様子が推察される。第
三クラスタは、保育系短大生の間ではマイノリティではあるが開放性が低く神経質傾向が高いという特
徴を持っており、保守的でかつ神経質という様子が推察される。クラスタ分析によるこの三つのクラス
タでネガティブ変容群出現率を比較した結果、第一クラスタや第二クラスタでは実習体験による施設イ
メージのネガティブ変容群出現率が10%弱であるのに対して、第三クラスタでは50%弱になることが明
らかになった。すなわち、開放性傾向単体でもある程度施設実習リスクは予測できるが、第三クラスタ
に見られるように開放性傾向の低さに加えて神経質傾向が高いという条件がそろった場合、施設イメー
ジのネガティブ変容群出現率がかなり高まり、精度の高い予測が可能になることが示唆された。
　つまり、実習前指導の段階で性格特性などの把握が可能だった場合、施設実習リスクが相対的に高い
グループは、開放性が低く保守的で、かつ神経質傾向が高い、という特徴に注目することによってある
程度事前にスクリーニングできる可能性がある。こうした施設実習の相対リスクが高いグループを優先
的に実習生本人の希望によりマッチングしたり、事前指導の相談にのるなどきめの細かい指導をするこ
とが、施設イメージのネガティブ変容群出現率を抑制できる可能性がある。
　今後の課題として実際にこのような対応が施設イメージのネガティブ変容群出現率を抑制するかどう
かデータをもって検証することなどがあげられる。また、どうしてもネガティブ変容群自体がマイノリ
ティのためクロス表によるノンパラメトリック検定が適用できない事態があった。この点に関連してさ
らにサンプルを積み重ねデータ数を増やすことにより、検定力の高い解析によって統計的な有意差が導
かれるかどうか検証することも今後おこなわれるべきである。
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